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某
朝
刊
紙
の
コ
ラ
ム
欄
に
も
書
い
た
の
だ
が
、
日

露
戦
争
２
０
３
高
地
の
攻
略
に
貢
献
し
た
だ
け
で
な

く
、
台
湾
総
督
・
内
務
大
臣
等
を
歴
任
し
た
明
治
の

武
人
政
治
家
・
児
玉
源
太
郎
｛
１
８
５
２
―
１
９
０

６
｝
に
、
い
ま
学
ぶ
こ
と
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

　

そ
の
一
つ
が
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
早
期
講
和
論

の
展
開
で
あ
る
。
旅
順
開
城
に
続
く
奉
天
会
戦
の
直

後｛
日
本
海
海
戦
の
前
｝、
戦
況
奏
上
の
為
帰
京
、
桂

首
相
・
小
村
外
相
ら
、
勝
利
に
勢
い
づ
く
主
戦
派
に

早
期
講
和
を
説
い
た
。
彼
我
の
力
を
客
観
的
・
総
合

的
に
思
案
し
た
う
え
で
「
唯
平
和
の
一
活
路
あ
る
の

み
」
と
説
い
て
や
ま
な
か
っ
た
。
主
戦
派
を
早
期
講

和
に
導
い
た
政
治
的
手
腕
が
光
る
。
思
考
停
止
で
楽

観
論
に
走
ら
な
い
、
冷
静
な
局
面
判
断
だ
っ
た
。

　

児
玉
が
残
し
た
教
訓
は
、
先
の
太
平
洋
戦
争
で
全

く
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
１
９
４
１
年
７
月
、
閣
議

決
定
に
基
づ
き
、
国
家
資
力
研
究
室
が
設
置
さ
れ
る
。

主
査
は
大
蔵
省
理
財
局
の
迫
水
久
常
金
融
課
長
、
大

蔵
省
下
村
治
、
日
本
銀
行
吉
野
俊
彦
ら
若
手
の
人
材

を
各
方
面
か
ら
召
集
。
国
家
財
政
が
軍
事
予
算
を
最

大
い
く
ら
ま
で
編
成
し
得
る
か
、
国
家
資
力
の
限
界

１９４

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

を
軍
部
に
明
示
す
る
試
み
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
過

程
は
う
や
む
や
に
葬
り
去
ら
れ
る
。「
日
米
戦
わ
ば

日
本
経
済
２
年
で
崩
壊
」
と
し
た
秋
丸
機
関
レ
ポ
ー

ト
も
焼
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
前
年
の
９
月
、
内
閣
が

総
力
戦
研
究
所
を
設
置
。
主
要
物
資
需
給
の
冷
静
な

分
析
を
も
と
に
１
９
４
１
年
８
月
、「
日
本
の
勝
利

は
無
い
」
と
結
論
付
け
た
。
し
か
し
４
か
月
後
、
日

本
は
全
面
戦
争
に
突
入
、
途
中
で
ブ
レ
ー
キ
が
効
く

こ
と
も
な
く
、
破
滅
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

今
日
、
日
本
の
財
政
も
、
同
じ
よ
う
な
道
筋
を
辿

っ
て
い
る
。
憲
法
を
踏
ま
え
た
財
政
法
が
定
め
た
健

全
財
政
運
営
の
原
則
に
は
、
政
治
も
国
民
も
全
く
無

関
心
だ
。
平
成
初
期
か
ら
悪
化
を
続
け
、
再
建
目
標

は
後
退
を
繰
り
返
し
、
直
近
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
目
標
年
度
は
２
０
２
５
年
。
平
成

が
抱
え
続
け
た
課
題
は
、
丸
ご
と
次
の
時
代
に
先
送

り
さ
れ
る
。

　

財
政
の
規
律
喪
失
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
の
が
、

異
次
元
金
融
緩
和
に
伴
う
、
日
銀
に
よ
る
事
実
上
の

財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
。
日
銀
が
保
有
す
る
利

付
国
債
の
残
高
シ
ェ
ア
ー
は
５
割
近
く
に
達
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　

日
銀
は
、
１
９
９
８
年
に
施
行
さ
れ
た
新
日
銀
法

に
よ
っ
て
、
独
立
性
＝
意
思
決
定
の
自
主
性
が
担
保

さ
れ
た
。
公
正
取
引
委
員
会
の
そ
れ
に
似
た
毅
然
と

し
た
も
の
だ
。
新
法
下　

年
を
越
え
た
日
銀
が
、

２０

「
中
央
銀
行
魂
」
を
発
揮
し
て
、
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
是
正
、
市
場
金
利
機
能
復
活
な
ど
へ
向
け
て
の

意
思
を
示
し
、
世
の
中
の
規
律
の
担
い
手
と
し
て
の

本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
を
、
願
っ
て
い
る
。
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